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東松建設が８年連続
東金市 26年度優良建設業者表彰

　
東
金
市
は
10
日
、
２
０
２
６
年
度
優
良
建
設
業
者
表
彰
式
を
市
役
所
５
階
５
０
１
・
５
０
２

会
議
室
で
執
り
行
っ
た
。
表
彰
対
象
は
、
25
年
度
に
優
れ
た
施
工
内
容
で
工
事
を
完
成
さ
せ
た

東
松
建
設
と
庄
司
工
業
。
東
松
建
設
は
19
年
度
か
ら
８
年
連
続
の
受
賞
と
な
っ
た
。
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
山
下
美
紀
市
長
は
、
国
際
情
勢
の
不
安
定
化
や
資
材
価
格
の
高
騰
に
触
れ
、
「
現
場

に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
や
厳
し
い
条
件
が
あ
る
中
、
確
か
な
技
術
力
と
豊
富
な
経
験
に
よ

る
創
意
工
夫
を
も
っ
て
公
共
施
設
を
高
い
品
質
で
施
工
さ
れ
、
優
秀
な
成
果
を
収
め
た
」
と
受

賞
者
を
評
価
し
た
。

　
ま
た
、
日
ご
ろ
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
、
災
害
発
生
時
に
お
け

る
迅
速
な
復
旧
作
業
な
ど
に
感

謝
の
意
を
表
し
た
上
で
、
「
市

の
建
設
業
を
け
ん
引
す
る
存
在

と
し
て
、
暮
ら
し
や
す
く
魅
力

新
ご
み
処
理
施
設
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
工
事

（
橋
梁
改
修
）�

東
松
建
設 

株
式
会
社

【
工
種
】

　
土
木
一
式
工
事

【
請
負
金
額
】

　
１
億
２
１
３
４
万
９
８
０
０

円【
工
期
】

　
２
０
２
５
年
６
月
２
日
〜
26

年
３
月
25
日

【
工
事
概
要
】

　
門
型
カ
ル
バ
ー
ト
工
Ｌ
10
・

５
ｍ
、
舗
装
工
（
車
道
・
歩
道

部
の
基
層
74
㎡
、
車
道
部
の
上

層
路
盤
２
７
０
㎡
と
下
層
路
盤

２
７
０
㎡
、
歩
道
部
の
下
層
路

盤
52
㎡
）

【
表
彰
理
由
】

　
工
事
箇
所
は
、
豊
成
小
学
校

の
通
学
路
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
通
学
児
童
お
よ
び
歩
行
者

の
通
行
帯
確
保
が
必
要
な
現
場

だ
っ
た
が
、
転
落
防
止
柵
の
あ

る
仮
設
歩
行
帯
を
設
置
し
、
地

域
の
利
便
性
お
よ
び
安
全
性
の

確
保
を
図
っ
た
。

　
ま
た
、
農
業
用
水
の
か
ん
が

い
期
に
河
道
掘
削
を
伴
う
た

め
、
作
業
内
容
に
応
じ
た
仮
排

水
対
策
を
段
階
的
に
講
じ
る
な

ど
柔
軟
な
施
工
管
理
を
行
い
、

周
辺
耕
作
地
へ
の
影
響
に
配
慮

す
る
な
ど
、
良
好
に
工
事
を
完

了
さ
せ
た
。

厳
し
い
条
件
下
で
優
秀
な
成
果

あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
力
添
え

を
お
願
い
し
た
い
」
と
呼
び
掛

け
た
。

　
受
賞
者
謝
辞
で
は
、
庄
司
工

業
の
宇
津
木
孝
次
代
表
取
締
役

が
登
壇
し
、
「
高
い
評
価
に
至

っ
た
の
は
、
工
事
に
関
わ
る
方

々
の
協
力
の
た
ま
も
の
」
と
の

見
解
を
示
し
た
上
で
、
「
建
設

業
の
使
命
や
役
割
を
再
認
識

し
、
さ
ら
な
る
品
質
確
保
と
技

術
向
上
を
図
り
、
市
の
発
展
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。

　
表
彰
は
、
市
内
の
建
設
業
者

の
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、

施
工
技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
目
的
。
今
回
は
、
25
年
度
に

完
成
し
た
請
負
金
額
５
０
０
万

円
以
上
の
土
木
一
式
工
事
22
件

と
建
築
一
式
工
事
１
件
の
中
か

ら
対
象
を
選
定
し
た
。

林
地
開
発
許
可

全
２
件「
妥
当
」

県
森
林
保
全
部
会

　
県
農
林
水
産
部
は
７
月
８

日
、
第
１
７
５
回
森
林
審
議
会

森
林
保
全
部
会
を
県
森
林
会
館

で
開
催
し
た
。
林
地
開
発
許
可

の
新
規
案
件
と
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ

ロ
ー
バ
ル
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
Ｓ

Ｈ
Ｒ
３
―
Ａ
特
定
目
的
会
社
が

白
井
市
復
字
台
山
地
先
で
行
う

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
用
地
の
造
成

の
ほ
か
、
変
更
案
件
１
件
を
審

議
し
、
全
て
妥
当
な
計
画
と
認

め
た
。

　
案
件
の
概
要
は
次
の
通
り
。

〔
▽
申
請
者
＝
①
開
発
行
為
の

種
類
②
開
発
行
為
の
場
所
③
開

発
行
為
に
係
る
森
林
面
積
〕

　
▽
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ロ
ー
バ
ル
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
Ｓ
Ｈ
Ｒ
３
―
Ａ
特

定
目
的
会
社
（
東
京
都
中
央
区

日
本
橋
１
―
４
―
１
日
本
橋
一

丁
目
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、
取
締
役

・
鈴
木
康
雄
ほ
か
５
人
）
＝
①

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
用
地
の
造
成

②
白
井
市
復
字
台
山
地
先
③
２

・
０
１
７
４
ha

　
▽
ヒ
ュ
ー
リ
ッ
ク
㈱
（
東
京

都
中
央
区
日
本
橋
大
伝
馬
町
７

―
３
、
代
表
取
締
役
・
前
田
隆

也
）
＝
①
物
流
施
設
用
地
造
成

②
成
田
市
下
福
田
字
粟
山
地
先

③
22
・
６
７
９
ha

山下市長（中央）を囲む受賞者

山下市長（左）から賞状を受け取る伊藤公
男・東松建設代表取締役

完
成

あ
い
さ
つ
す
る
山
下
市
長

　
夏
季
休
業
の
た
め
、
13
日
（
木
）
〜
17
日
（
月
）
付
の
新

聞
は
臨
時
休
刊
と
し
ま
す
。
18
日
（
火
）
付
か
ら
通
常
発
行

と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日
刊
建
設
タ
イ
ム
ズ
社

臨
時
休
刊
の
お
知
ら
せ

25項目の要望事項等について総勢22人が意見を交わした

市
原
支
部
長

花
岡
・
千
葉
土
木
事
務
所
長

徳
留
・
千
葉
港
湾
事
務
所
長

齋
藤
・
印
旛
沼
下
水
道
事
務
所
次
長

施
工
段
階
で
の
問
題
点
と
そ
の

他
の
課
題
（
10
項
目
）
、
入
札

・
契
約
制
度
に
関
す
る
課
題

（
３
項
目
）
、
意
見
・
要
望
等

（
４
項
目
）
な
ど
の
議
題
を
提

出
。
県
側
が
回
答
を
示
し
、
そ

れ
を
基
に
双
方
が
意
見
を
交
わ

し
た
。

設
計
図
書
と
積
算
の

未
だ
現
場
と
の
乖
離

　
議
事
に
先
立
ち
、
千
建
協
千

葉
支
部
の
市
原
支
部
長
、
千
葉

土
木
事
務
所
の
花
岡
信
明
所

長
、
千
葉
港
湾
事
務
所
の
徳
留

顕
二
所
長
、
印
旛
沼
下
水
道
事

務
所
の
齋
藤
健
一
次
長
が
順
次

あ
い
さ
つ
。

　
こ
の
席
で
、
市
原
支
部
長
は

「
長
年
こ
の
意
見
交
換
会
に
携

わ
っ
て
い
る
が
、
変
わ
ら
な
い

大
き
な
３
つ
の
事
項
が
自
分
の

頭
の
中
に
あ
る
」
と
言
明
。
１

つ
目
は
『
設
計
図
書
と
現
場
の

乖
離
』
で
「
着
手
し
よ
う
と
思

う
が
着
手
で
き
な
い
案
件
が
散

見
さ
れ
て
い
る
気
が
す
る
」
と

し
「
基
本
は
現
場
に
即
し
た
設

計
に
よ
り
、
当
初
の
工
期
通
り

に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
で
あ
る
」

と
指
摘
。

　
２
つ
目
は
『
積
算
と
現
場
の

乖
離
』
で
「
以
前
に
比
べ
て
だ

い
ぶ
簡
素
化
は
さ
れ
て
い
る

が
」
と
前
置
き
し
た
う
え
で

「
し
か
し
現
場
で
は
、
そ
れ
に

よ
る
乖
離
が
発
生
し
、
我
々
に

と
っ
て
良
い
方
向
へ
の
乖
離
な

ら
ば
応
札
し
や
す
い
が
、
も
う

一
方
の
ケ
ー
ス
も
あ
る
」
と
強

調
。
「
ま
っ
た
く
の
私
見
で
は

あ
る
が
、
そ
れ
ら
積
算
と
現
場

の
乖
離
と
い
う
も
の
が
、
不
落

不
調
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
」
と
の
見
解

を
示
し
た
。

　
３
つ
目
は
『
現
場
な
ど
の
簡

素
化
や
効
率
化
』
で
「
こ
れ
ら

の
検
査
書
類
の
提
出
は
重
々
承

知
し
て
い
る
が
、
受
発
注
者
の

協
議
に
よ
り
、
見
直
す
こ
と
の

で
き
る
提
出
書
類
も
多
い
と
感

じ
る
」
と
指
摘
。
「
効
率
化
も

含
め
て
、
現
場
で
も
色
々
な
改

善
事
項
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
お
互
い
に
良
い
方

向
に
向
け
て
い
き
た
い
」
と
の

考
え
を
述
べ
た
。

自
然
災
害
に
必
要
な

原
資
の
確
保
の
認
識

　
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
市
原
支

部
長
は
、
県
土
整
備
部
と
締
結

す
る
防
災
協
定
に
言
及
。
「
他

県
の
自
然
災
害
報
道
を
み
る

と
、
改
め
て
日
頃
か
ら
の
備
え

が
重
要
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ

る
」
と
し
「
我
々
会
員
企
業
も

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
自

然
災
害
に
備
え
て
、
人
材
や
資

材
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
言
明
し
た
。

　
一
方
で
「
た
だ
し
我
々
は
請

負
業
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
す

べ
て
は
工
事
か
ら
の
利
益
が
な

千
建
協
千
葉
支
部
×
千
葉
土
木
・
千
葉
港
湾
・
印
旛
沼
下
水
道
事
務
所

県
出
先
機
関
と
の 

意
見
交
換
会

け
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
原
資
に
回

す
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
の

が
大
前
提
で
あ
る
」
と
強
調
。

「
通
り
一
遍
で
は
な
く
、
膝
を

交
え
た
回
答
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
よ
り
良
い
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
に
向
け
て
お
互
い
に
取
り
組

ん
で
い
け
れ
ば
」
と
述
べ
、
あ

い
さ
つ
と
し
た
。

日
頃
か
ら
の
備
え
と

連
携
強
化
で
有
事
に

　
千
葉
土
木
事
務
所
の
花
岡
所

長
は
、
令
和
８
年
熊
本
地
震
を

は
じ
め
、
近
年
の
気
候
変
動
に

伴
う
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
さ
ら
に
は

台
風
の
大
型
化
な
ど
、
降
雨
等

に
よ
る
災
害
が
年
々
激
甚
化
、

頻
発
化
し
て
い
る
こ
と
に
言

及
。
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対

応
や
災
害
復
旧
に
つ
い
て
は

「
地
元
建
設
業
協
会
の
み
な
さ

ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
」

と
し
、
迅
速
・
的
確
な
対
応
に

は
「
常
日
頃
か
ら
の
備
え
と
み

な
さ
ん
と
の
連
携
を
深
め
る
こ

と
で
、
有
事
に
備
え
る
こ
と
が

大
事
だ
と
考
え
て
い
る
」
と
述

べ
、
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。

　
一
方
、
建
設
業
の
持
続
的
発

展
の
た
め
に
は
「
地
域
建
設
業

の
働
き
方
改
革
と
担
い
手
確
保

を
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
施
工
や
Ａ
Ｓ
Ｐ
を
積
極
的

に
活
用
し
て
、
様
々
な
取
り
組

み
を
展
開
し
て
い
き
た
い
」
と

言
明
。

　
こ
の
日
の
意
見
交
換
で
は

「
こ
れ
ら
の
機
会
を
重
ね
て
、

主
体
的
に
し
っ
か
り
と
考
え
な

が
ら
み
な
さ
ん
と
寄
り
添
い
、

良
い
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
」
と
し
「
実
り
あ
る
会

議
に
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

（
３
面
に
徳
留
・
千
葉
港
湾
事

務
所
長
、
齋
藤
・
印
旛
沼
下
水

道
事
務
所
次
長
の
あ
い
さ
つ

と
、
意
見
交
換
会
へ
の
出
席

者
）

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
指
摘

　
現
場
か
ら
の
改
善
点
で

　
（
一
社
）
千
葉
県
建
設
業
協

会
千
葉
支
部
（
市
原
正
男
支
部

長
）
と
管
内
出
先
機
関
の
県
千

葉
土
木
事
務
所
、
県
千
葉
港
湾

事
務
所
、
県
印
旛
沼
下
水
道
事

務
所
と
の
意
見
交
換
会
が
７
月

29
日
、
千
葉
市
内
の
県
千
葉
土

木
事
務
所
会
議
室
で
開
か
れ
、

総
勢
22
人
が
出
席
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
千
建
協
千

葉
支
部
か
ら
、
設
計
・
積
算
に

関
す
る
問
題
点
（
８
項
目
）
、


